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１．はじめに
数々の歴史的遺構、海や山が織りなす変化に富んだ自然景観を擁するイタリアは、世界有数の観光国に
数えられる。面積で日本の約 5 分の 4 （30.1万平方キロ）、人口では約半分（6000万人）のイタリアだが、
国連世界観光機関（UNWTO）によれば、2016年のイタリアへの国際観光客到着数は5200万人（世界第














































者受け入れ数で世界16位（アジアで 5 位）、国際観光収入で世界13位（アジアで 5 位）という位置にあ

















































































































る（Serventi & Sabban 2001＝2012：233）。他方、とうもろこしの一人当たりの年間消費量の急速な低




































































「ピザハット」は、現在、世界で 1 万1000店舗を展開している（Barrett 2014：117）。1960年にミシガ
ン州で生まれたドミノピザも世界展開しており、これらアメリカ発のピザチェーンでは、現地に合わせた


























































3 「日本の観光データ」日本政府観光局（https://statistics.jnto.go.jp/graph/#graph--inbound--travelers--comparison, 2018年 5 月
12日閲覧）。
4 「年別 訪日外客数、出国日本人数の推移」日本政府観光局（https://www.jnto.go.jp/jpn/statistics/marketingdata_outbound.pdf, 
2018年 5 月12日閲覧）。なお1970年は、訪日外国人旅行者数が約85.4万人、出国者日本人数が約66.3万人であった。
5 「訪日外国人消費動向調査」観光庁（http://www.mlit.go.jp/common/001226297.pdf, 2018年 5 月12日閲覧）。
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年 3 月30日開催）での安倍首相の発言より。（http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kanko_vision/dai2/gijiyousi.pdf, 2018年 5 月
12日閲覧）。
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年 3 月30日開催）での安倍首相の発言より。（http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kanko_vision/dai2/gijiyousi.pdf, 2018年 5 月
12日閲覧）。
8 「改定「観光立国推進基本計画」に対する意見―地域主導の観光先進国の実現に向けて―」一般社団法人 日本経済団体連合会　




backgrounders/23163/, 2018年 5 月12日閲覧）。
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閲覧）。
13 農林水産省による報告書『「和食」を未来へ。』（「平成26年度「和食」の保護・継承に関する検討会報告書」）より（http://
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